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３月31日、８時から市役所本庁舎の玄関前で新見市役所本庁および新見支局の開庁式が開催され

ました。テープカットが行われ、竹元市長職務執行者が職員に対し「新たな気持ちを持って住民のみ

なさんに『合併してよかった』と言ってもらえる新しい新見市を築くため、これまで以上の努力をお

願いしたい。」とあいさつしました。また、４支局でもそれぞれ各支局の開庁式が行われました。開

庁式後、新市での業務がスタートし、窓口には住民票などを申請する市民のみなさんが訪れました。

３月31日、新見市、大佐町、神郷町、哲多町、哲西町が合併

し、新「新見市」が誕生いたしました。

平成15年４月から阿新地域合併協議会を立ち上げ、合併に向

けての協議を重ねてまいりました。住民のみなさんや合併協議

会委員のみなさんのご尽力により合併が実現されました。

地方分権が進む中で、自主自立の精神で、市民参画による協

働のまちづくりが求められており、これからは、各地域のすば

らしい特性を活かしながら、市全域の一体感の醸成を速やかに

図り、活力と豊かさにあふれ、ゆとりと生きがいが感じられる

個性豊かな新市を築いていかなければなりません。

昨今の厳しい財政状況の中で、より効率的な行財政運営に努め、新・新見市民のみな

さんの意志を踏まえながら、県西北部の中核的な都市としてますますの発展を望むもの

であります。

今後ともより一層のご理解とご協力を賜れば幸いと存じます。
新見市長職務執行者 竹　元　武　士

「新見市」
誕生

大佐支局

神郷支局

窓口業務 哲多支局 哲西支局
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「何もないから、何も出来ない」

と、当たり前に考えます。でも、

「何もないから、何か出来る？」

と考えた方が、案外ユニークな発

想が生まれ地域色豊かな活動につ

ながるかもしれません。「地域力」

の発展により暮らしやすい地域づ

くりにつながればと考えます。

嶋
し ま

田
だ

美
み

穂
ほ

さん

（哲多町蚊家・55歳）

新生・新見市には各地域の良さ

が失われることなく生活を守って

ほしいです。そして、本当に大切

なところにお金を使って下さい。

そして、高齢化、過疎化が進む今、

若い世代が地元でどんどん生活が

できる場ができ、活気ある新見市

になることを期待します。

岡
お か

田
だ

輝
て る

美
み

さん

（神郷油野・48歳）

私の住む豊永は、地域の人と人

とのつながりがとても深いところ

です。新・新見市では、住民が主

体となって各地域を盛り上げ、若

い世代からお年寄りまでが共に支

え合って暮らせるようなまちにな

ってほしいと思います。

藤
ふ じ

川
か わ

節
せ つ

子
こ

さん

（草間・49歳）

新しく新見市がスタ
ートするこ

とにより、地域も広
域になり人口

も増えますが、新市
全体が活力の

ある、元気な人たち
の集うまちに

なってほしいと思い
ます。いろい

ろな課題も多いと思
いますが、そ

れらを克服しながら
魅力あるまち

づくりを進めてほ
しいと思いま

す。

豊
と よ

田
た

久
く

美
み

子
こ

さん

（大佐田治部・45歳
）

操法訓練大会に向け指揮者とし
て、週３回夜に練習しています。
合併により出場チームも増えます
が、上位入賞をめざして頑張って
います。新生「新見市」が住んで
よかったと思える地域になればい
いと思います。

伊
い

東
と う

武
た け

男
お

さん
（菅生・38歳）

平成11年に哲多町へやって来

て、今年で７年目をむかえます。

哲多町がなくなってしまうのは寂

しいですが、１市４町の特色を活

かし、この自然を大切にして新市

として繁栄して欲しいと思ってい

ます。

井
い

藤
と う

孝
た か

久
ひ さ

さん

（哲多町荻尾・37歳）

私はこの地域
の自然に魅せら

れ、８年前に大佐町に移り住みま
した。新・新見市には、豊かな自
然と融合した「気持ちよく元気な
田舎」になってもらいたいと思い
ます。今必要なのは、「モノ」で
はなく「人」です。アイデアや行
動力にあふれた人材が活躍できる
新市に、ぜひなってもらいたいで
す。とりあえず、ラストワンマイ
ルの早期実現を期待しています。

産
さ ん

本
も と

元
はじめ

さん

（大佐永富・30歳）

僕が新しい新

見市に望むこと

は、名前は合併によ
り一つになる

けれど、お年寄りか
ら子ども達ま

で、多くの人々が参
加できるよう

な行事は続けてほ
しいと想いま

す。小さなまちの良
さを十分生か

し、最高の新見市を
つくってほし

いと思います。我が
まちのふるさ

と祭りでは、ジャン
ボ巻き寿司を

100ｍまで続けてほ
しいです。

槙
ま き

原
は ら

淳
じゅん

幹
き

さん

（神郷下神代・15歳
）

野球リーグに所属していますが

一つの市になり、何となく垣根が

取り払われたような気がします。

友好的な中にも勝負は「勝ち」に

行きます。若者がいきいきと暮ら

せるまちづくりを期待していま

す。

垰
た わ

俊
と し

樹
き

さん

（哲西町大竹・24歳）

思誠ソフトボールスポーツ少年

団でピッチャーをしています。合

併したら、市内のスポ少のソフト

ボールチームが増えるので、試合

をしたり、楽しく交流したりした

いです。岡山国体があるので、ソ

フトボールで有名な新見市になっ

てほしいです。

川
か わ

上
か み

真
し ん

也
や

くん

（金谷・11歳）
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広域行政圏を

構成していた新

見阿哲の１市４町が名実ともに一

つにまとまり、この上なくうれし

く思います。市民一人ひとりが、

市政に積極的に参画できるよう、

開かれたまちづくりに努めていた

だくと同時に、市民の責務として、

仲良く幸せに暮らせるまちづくり

に微力ながらでも努力していきた

い。

池
い け

田
だ

洋
よ う

助
す け

さん

（哲西町矢田・55歳）

地域包括ケアの実践により
、保

健・福祉・医療が充実し、
人間味

のある、温かみのある哲西
町でし

た。新市においても、地域
包括ケ

アの実践と拡大を期待し
ていま

す。

酒
さ か

木
き

春
は る

子
こ

さん

（哲西町上神代・53歳）

私の思郷
地方分権の新し

い時代の進む中で、
我々が歩んだ、昭和、平成の歴史の変革
に当たり、時代の潮流には逆らわず私一
老者は格別に一抹の想いが過ぎるも改め
て、新自治体の発足に当たり願わくは、
共存共栄の行政、住民誰しもが生き甲斐
と魅力を実感できる新生新見市、時代の
先端を躍進し誇れる文化都市の構築を切
望。
我82歳、ゲートボールに生き、人と人

との和を絆に、敬天愛人、報恩感謝、人
生に余生なし、永遠に太陽は昇天する。

上
う え

田
だ

勝
か つ

次
じ

さん

（神郷釜村・82歳）

合併が実感できる新しく生まれ
変わった新見市の実現を期待しま
す。旧市町の特色を活かしながら、
それのみに拘泥することなく、そ
の枠を乗り越えて１日も早く一体
感のある自治体に成長して欲しい
ものです。

妹
せ の

尾
お

昌
しょう

一
い ち

朗
ろ う

さん
（哲多町本郷・75歳）

希望と不安が

交錯するなか、

「新見市」が誕生しました。新市

には徹底した行財政改革と効率化

を追求し、合併本来の目的が達成

されることを願います。住民主導、

自主自立の時代といわれますが、

私たち市民もよく自覚して、地域

のみんなと力を合わせて、過疎・

高齢化社会に対応していきたいと

思います。

宮
み や

下
し た

進
すすむ

さん

（大佐上刑部・70歳）
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鏡野町
鏡野町・奥津町・
富村・上斎原村

平成17年
3月1日合併

津山市
津山市・加茂町・
阿波村・勝北町・
久米町

平成17年
2月28日合併

美作市
勝田町・大原町・
美作町・作東町・
英田町・東粟倉村

平成17年
3月31日合併

高梁市
高梁市・有漢町・
成羽町・川上町・
備中町

平成16年
10月1日合併

備前市
備前市・日生町・
吉永町

平成17年
3月22日合併

井原市
井原市・美星町・
吉井町

平成17年
3月1日合併

瀬戸内市
牛窓町・邑久町・
長船町

平成16年
11月1日合併

岡山市
岡山市・御津町・
灘崎町

平成17年
3月22日合併

吉備中央町
加茂川町・賀陽町

平成16年
10月1日合併

総社市
総社市・山手村・
清音村

平成17年
3月22日合併

赤磐市
山陽町・赤坂町・
熊山町・吉井町

平成17年
3月7日合併

美咲町
中央町・旭町・
柵原町

平成17年
3月22日合併

新見市
新見市・大佐町・
神郷町・哲多町・
哲西町

平成17年
3月31日合併

●新見市を構成する市町村

＊人口は平成12年国勢調査数値

●各市の状況 ●市町村数の推移
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＊人口は平成12年国勢調査数値

～H16.9.30

H16.10.1～

H16.11.1～

H17.2.28～

H17.3.  1～

H17.3.  7～

H17.3.22～

H17.3.31～

78市町村

73市町村

71市町村

67市町村

62市町村

59市町村

51市町村

34市町村

（10市56町12村）

（10市51町12村）

（11市48町12村）

（11市45町11村）

（11市42町 9村）

（12市38町 9村）

（12市32町 7村）

（14市18町 2村）

岡 山 市

倉 敷 市

津 山 市

玉 野 市

笠 岡 市

井 原 市

総 社 市

高 梁 市

新 見 市

備 前 市

瀬戸内市

赤 磐 市

真 庭 市

美 作 市

人口（人）

652,679

460,869

111,499

69,567

59,300

46,489

66,201

41,077

38,492

42,534

39,403

43,813

54,747

34,577

人口順位

1

2

3

4

6

8

5

11

13

10

12

9

7

14

面積（km2）

658.56

353.84

506.36

103.56

135.97

243.36

212.00

547.01

793.27

258.22

125.51

209.43

828.43

429.19

面積順位

3

7

5

14

12

9

10

4

2

8

13

11

1

6

人口（人）

24.576

4,012

2,629

4,032

3,243

38,492

面積（km2）

351.99

121.25

136.37

107.37

76.29

793.27

旧 新 見 市

旧 大 佐 町

旧 神 郷 町

旧 哲 多 町

旧 哲 西 町

合　　計

真庭市
北房町・勝山町・
落合町・湯原町・
久世町・美甘村・
川上村・八束村・
中和村

平成17年
3月31日合併

＊　　　は合併協議中の市町村



例
と
し
て
通
算
さ
れ
ま
す
の
で
、

仮
に
合
併
市
町
内
で
転
居
し
た
場

合
も
、
通
算
で
三
か
月
以
上
居
住

し
て
い
る
場
合
は
、
選
挙
権
が
あ

り
ま
す
。

③
選
挙
当
日
、
選
挙
権
の
あ
る
人

「
選
挙
人
名
簿
」
に
登
録
さ
れ

て
い
て
、
投
票
当
日
、
実
質
的
に

選
挙
権
の
あ
る
人
。

な
お
、
ご
自
分
が
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
お

確
か
め
に
な
り
た
い
場
合
は
、
閲

覧
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
選
管
事
務
局
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

投
票
所
入
場
券
は
、
四
月
十
七

日
頃
、
世
帯
ご
と
に
封
書
で
郵
送

し
ま
す
の
で
、
投
票
当
日
は
、
ご

自
身
の
入
場
券
を
お
持
ち
に
な
っ

て
投
票
所
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

投
票
所
は
、
各
選
挙
区
ご
と
に

決
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

今
回
は
、
新
た
な
新
見
市
の
市

長
を
選
ぶ
選
挙
と
、
二
十
四
名
の

市
議
会
議
員
を
選
ぶ
選
挙
が
同
時

に
行
わ
れ
ま
す
。
市
長
選
挙
は
、

新
見
市
を
一
つ
の
選
挙
区
と
し
て

行
わ
れ
ま
す
が
、
市
議
会
議
員
一

般
選
挙
は
、
合
併
前
の
旧
市
町
を

区
域
と
す
る
五
つ
の
選
挙
区
ご
と

に
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
選
挙
区
ご
と
に
異

な
っ
た
候
補
者
の
中
か
ら
議
員
を

投
票
所
入
場
券
に
記
載
し
て
い
ま

す
。
必
ず
お
確
か
め
の
う
え
、
投

票
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

投
票
資
格
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

人
で
、
投
票
所
入
場
券
が
届
か
な

い
人
は
、
お
早
め
に
選
管
事
務
局

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
投
票
所
入
場
券
を
紛
失

さ
れ
た
場
合
で
も
、
投
票
当
日
に

決
め
ら
れ
た
投
票
所
で
再
交
付
し

て
も
ら
え
ば
投
票
で
き
ま
す
。

今
回
の
選
挙
で
は
、
投
票
用
紙

は
二
種
類
あ
り
ま
す
。

市
長
選
挙
の
投
票
用
紙
（
ク
リ

ー
ム
色
）
に
は
、
市
長
選
挙
の
候

補
者
の
氏
名
を
、
市
議
会
議
員
一

般
選
挙
の
投
票
用
紙
（
白
色
）
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
選
挙
区
に
立
候

補
し
た
候
補
者
の
氏
名
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

特
に
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
で

は
、
選
挙
区
以
外
の
候
補
者
の
氏

名
を
記
入
し
た
投
票
は
、
全
て
無

効
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

今
回
の
投
票
で
は
、
投
票
時
間

は
市
内
す
べ
て
の
投
票
所
で
七
時

か
ら
十
八
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

新
見
選
挙
区
（
旧
新
見
市
）
で
は

投
票
時
間
が
今
ま
で
よ
り
二
時
間

短
縮
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

投
票
は
、
選
挙
の
期
日
（
四
月

二
十
四
日
）
に
決
め
ら
れ
た
投
票

所
で
行
う
こ
と
が
原
則
で
す
。

し
か
し
、
当
日
、
仕
事
や
旅
行

な
ど
で
投
票
所
へ
出
向
い
て
投
票

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、
投

票
日
の
前
日
ま
で
期
日
前
投
票
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
回
の
選
挙
の
期
日
前
投
票

は
、
四
月
十
八
日
（
月
）
か
ら
二
十

三
日
（
土
）
ま
で
の
六
日
間
、
毎
日

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
二
十
時
ま

で
、
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
選

挙
区
ご
と
に
設
け
る
期
日
前
投
票

所
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
各
期
日
前
投
票
所
で
投

票
で
き
る
の
は
、
該
当
の
選
挙
区

の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
人
の
み
で
す
。

選
ぶ
こ
と
と
な
り
ま
す
。
大
切
な

一
票
を
無
駄
に
し
な
い
た
め
に
も

投
票
方
法
等
を
十
分
確
認
の
う
え

投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
回
の
選
挙
は
、
電
子

投
票
で
は
な
く
自
書
式
で
の
投
票

を
行
い
ま
す
の
で
、
お
間
違
え
の

な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

今
回
の
選
挙
で
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
は
、
次
の
三
つ
の
条

件
を
全
て
満
た
し
て
い
る
人
で

す
。

①
満
二
十
歳
以
上
の
日
本
国
民

昭
和
六
十
年
四
月
二
十
五
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人
。

②
三
か
月
以
上
新
見
市
内
に
お
住

ま
い
の
人

平
成
十
七
年
一
月
十
六
日
か
ら

引
き
続
き
市
内
に
居
住
し
、
住
民

基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る

人
。な

お
、
今
回
の
選
挙
で
は
、
合

併
市
町
（
新
見
市
・
大
佐
町
・
神

郷
町
・
哲
多
町
・
哲
西
町
）
内
に

住
所
を
有
し
て
い
た
期
間
は
、
特

2
つ
の
選
挙
が

同
時
に
行
わ
れ
ま
す

投
票
で
き
る
人

投
票
所
・
入
場
券

四
月
二
十
四
日
（
日
）
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
最
も
身

近
な
市
長
選
挙
・
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

今
回
の
選
挙
は
、
新
た
に
誕
生
し
た
新
「
新
見
市
」
で
行
わ
れ

る
最
初
の
選
挙
で
も
あ
り
、
今
後
の
市
政
の
舵
取
り
役
を
決
め
る

大
切
な
選
挙
で
す
。

選
挙
は
、
誰
も
が
参
加
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
の
第
一
歩
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
新
見
市
を
豊
か
で
住
み
良
い
街
に
す
る
た
め
、
候
補

者
の
政
見
・
政
策
な
ど
を
十
分
に
見
極
め
て
、
大
切
な
一
票
を
投

じ
て
く
だ
さ
い
。

みんなそろって
投票に行こう

投
票
用
紙
は
2
種
類

投
票
時
間

期
日
前
投
票

市議会議員一般選挙の選挙区と選出数

定数

24名

選　挙　区

新見選挙区

大佐選挙区

神郷選挙区

哲多選挙区

哲西選挙区

選挙区で選出する議員数

12名

3名

3名

3名

3名

期日前投票所

選　挙　区

新見選挙区

大佐選挙区

神郷選挙区

哲多選挙区

哲西選挙区

山村開発センター

大 佐 源 流 振 興 館

神郷保健センター

哲 多 支 局

きらめき広場・哲西

投　　票　　所

投票用紙は２種類
よく確かめて！

新見市長選挙

投票用紙
（クリーム色）

新見市議会議員
一般選挙

投票用紙
（白色）

市
長
選
挙

候
補
者
の
氏
名

当
該
選
挙
区
の

市
議
会
議
員

候
補
者
の
氏
名

■問い合わせ先

選挙管理委員会事務局

（℡72－6152）

4月24日(日)は
投票日

新見市長選挙・新見市議会議員一般選挙

市報にいみ 創刊号
April 20059

市報にいみ 創刊号
April 2005 8

あ
な
た
の
一
票
が
新
市
を
創
る



出
納
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

瑞
宝
双
光
章
（
高
齢
者
叙
勲
）

税
金
な
ど
の
納
付
は
便
利
で
確

実
な
口
座
振
替
を
利
用
し
ま
し
ょ

う
。

■
取
扱
金
融
機
関

中
国
銀
行
、
備
北
信
用
金
庫
、

山
陰
合
同
銀
行
、
ト
マ
ト
銀
行
、

し
ま
な
み
信
用
金
庫
、
中
国
労
働

金
庫
、
阿
新
農
業
協
同
組
合
、
郵

便
局

＊
各
金
融
機
関
と
も
全
国
の
本
・

支
店
等
口
座
で
引
き
落
と
し
が

で
き
ま
す
。

■
申
込
方
法

預
金
口
座
の
あ
る
取
扱
金
融
機

関
な
ど
の
窓
口
で
申
込
み
を
し
て

く
だ
さ
い
。

元
新
見
市
立
福
本
中
学
校
長

杉
　
榮
治
氏
（
井
倉
）
に
、
こ
の
度
瑞
宝
双
光
章
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

杉
氏
は
、
昭
和
九
年
に
新
見
農
林
学
校
農
林
科
を
卒
業
後
、
昭
和
十
年
か
ら
阿
哲
郡
実
尋

常
小
学
校
に
代
用
教
員
と
し
て
赴
任
さ
れ
、
教
職
の
道
を
歩
み
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
以
後
、

主
に
新
見
市
・
阿
哲
郡
内
の
小
学
校
を
歴
任
さ
れ
、
昭
和
四
十
年
か
ら
は
、
川
上
郡
備
中
町

立
長
谷
小
学
校
の
校
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
新
見
市
立
実
小
学
校
長
、
同
市
立
明
新
小

学
校
長
、
同
市
立
井
倉
中
学
校
長
を
務
め
ら
れ
、

昭
和
五
十
一
年
に
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

同
氏
は
、
校
長
時
代
に
は
、
岡
山
県
中
学
校
長

会
理
事
、新
見
市
中
学
校
長
会
長
等
を
務
め
ら
れ
、

新
見
市
の
教
育
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま

し
た
。

■
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

・
新
見
市
公
金
口
座
振
替
依
頼
書

（
市
役
所
、
支
局
、
市
民
セ
ン

タ
ー
、
連
絡
所
、
市
内
各
金
融

機
関
な
ど
に
備
え
て
い
ま
す
）

・
納
税
通
知
書
（
納
付
書
）、
預

金
通
帳
、
通
帳
の
届
出
印

納
付
書
で
の
納
付
は
各
担
当

課
、
支
局
、
市
民
セ
ン
タ
ー
、
連

絡
所
、
市
指
定
金
融
機
関
市
役
所

派
出
所
（
出
納
室
内
）
お
よ
び
、

次
の
金
融
機
関
で
可
能
で
す
。

■
取
扱
時
間

・
市
指
定
金
融
機
関
市
役
所
派
出

所
（
出
納
室
内
）

九
時
〜
十
六
時

・
各
担
当
課
、
支
局
、
市
民
セ
ン

タ
ー
、
連
絡
所

八
時
三
十
分
〜
十
七
時
十
五
分

■
取
扱
金
融
機
関

中
国
銀
行
、
備
北
信
用
金
庫
、

山
陰
合
同
銀
行
、
ト
マ
ト
銀
行
、

し
ま
な
み
信
用
金
庫
、
中
国
労
働

金
庫
、
阿
新
農
業
協
同
組
合

＊
各
金
融
機
関
と
も
全
国
の
本
・

支
店
等
で
納
付
で
き
ま
す
。

■
取
扱
窓
口

出
納
室
、
各
支
局
、
各
市
民
セ

ン
タ
ー
、
連
絡
所

＊
納
付
書
が
あ
る
も
の
に
限
り
ま

す
。

市
の
公
金
支
払
い
は
、
通
常
そ

れ
ぞ
れ
の
人
の
口
座
へ
の
振
り
込

み
に
な
り
ま
す
。

■
口
座
へ
の
振
込
み

郵
便
局
以
外
の
金
融
機
関
（
市

外
で
も
可
能
）
で
振
り
込
み
が
可

能
で
す
。

■
債
権
者
登
録

定
期
的
に
支
払
い
が
あ
る
人

（
法
人
の
場
合
も
同
様
）
に
は
、

債
権
者
登
録
を
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
登
録
用
紙
は
、
出
納
室

に
あ
り
ま
す
。

な
お
、
住
所
や
代
表
者
、
口
座

や
口
座
名
義
等
の
変
更
が
あ
り
ま

し
た
ら
早
急
に
担
当
課
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

市
の
公
金
支
払
い
を
市
指
定
金

融
機
関
市
役
所
派
出
所
（
出
納
室

内
）、
各
支
局
の
窓
口
で
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ご
み
減
量
化
の
た
め
、
自
主
的

に
資
源
ご
み
回
収
を
実
施
し
た
Ｐ

Ｔ
Ａ
、
町
内
会
等
の
団
体
（
あ
ら

か
じ
め
登
録
が
必
要
で
す
）
に
対

し
て
報
奨
金
を
支
払
い
ま
す
。

■
報
奨
金
額

対
象
品
目
の
回
収
量
一
㎏
に
つ

き
五
円

■
報
奨
金
の
申
請

申
請
書
（
所
定
様
式
）
に
業
者

の
買
い
上
げ
証
明
書（
所
定
様
式
）

と
回
収
し
た
ご
み
の
写
真
を
添
付

し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
み
減
量
化
の
た
め
、
生
ご
み

処
理
容
器
を
購
入
さ
れ
た
個
人
に

対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
補
助
金
額

購
入
費
の
三
分
の
一
に
相
当
す

■
受
取
方
法

市
か
ら
の
公
金
を
現
金
で
受
け

取
る
際
に
は
、
受
け
取
り
が
可
能

に
な
っ
た
こ
と
を
担
当
課
で
確
認

の
う
え
、
市
指
定
金
融
機
関
市
役

所
派
出
所
（
出
納
室
内
）、
指
定

さ
れ
た
各
支
局
の
窓
口
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。

そ
の
際
、
請
求
書
に
押
し
た
も

の
と
同
じ
印
鑑
を
用
意
し
て
く
だ

さ
い
。

代
理
の
人
が
受
け
取
る
場
合
に

は
、
代
理
を
証
明
す
る
も
の
が
必

要
で
す
。

■
受
取
時
間

・
市
指
定
金
融
機
関
市
役
所
派
出

所
（
出
納
室
内
）

九
時
〜
十
六
時

・
各
支
局

九
時
〜
十
五
時

税
、
介
護
保
険
料
、
水
道
料
金
、

簡
易
水
道
料
金
、下
水
道
使
用
料
、

下
水
道
受
益
者
負
担
金
、
水
稲
共

済
掛
金
に
つ
い
て
は
、
納
入
期
限

か
ら
二
十
日
を
経
過
し
た
場
合
、

督
促
手
数
料
百
円
を
徴
収
し
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

出
納
室（
℡
７
２
―
６
１
４
１
）

る
額
と
し
、
上
限
を
二
万
円
と
し

ま
す
。

■
補
助
金
の
申
請

申
請
書
（
所
定
様
式
）
に
領
収

証
（
写
し
）
と
設
置
状
況
写
真
を

添
付
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

旧
新
見
市
で
交
付
し
て
い
ま
し

た
「
生
活
排
水
路
美
化
促
進
報
償

金
」
が
合
併
に
よ
り
平
成
十
七
年

度
か
ら
廃
止
さ
れ
ま
す
。こ
れ
は
、

旧
四
町
で
は
同
様
の
作
業
を
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
行
っ
て
お

り
、
公
平
さ
を
保
つ
た
め
に
廃
止

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

身
近
な
環
境
の
保
全
・
美
化
に

引
き
続
き
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

市
民
環
境
課
環
境
保
全
係

（
℡
７
２
―
６
１
２
４
）

市報にいみ 創刊号
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口
座
振
替

納
付
書
で
の
納
付

県
税
の
収
納

口
座
振
込

窓
口
受
取

督
促
手
数
料

■口座振替可能なもの
税 金 ・ 使 用 料 な ど

市税等（市県民税の普通徴収分、固定資産税・都
市計画税、軽自動車税、国民健康保険税）
※税目を選択できます。

担　当　課

税　務　課
℡72-6116

介護保険料
保険年金課
℡72-3148

市営住宅使用料、県営住宅使用料
都市建設課
℡72-6131

老人ホーム負担金、独居施設負担金
社会福祉課
℡72-6125

保育所保育料
社会福祉課
℡72-6126

幼稚園使用料、幼稚園預かり保育負担金
教員住宅使用料

教育総務課
℡72-6145

下水道受益者負担金、公共下水道使用料、農業集落
下水道使用料、特環公共下水道使用料、浄化槽使用
料、小規模下水道使用料、夢ネットにいみ利用料

下 水 道 課
℡72-6138

水道料金、簡易水道料金
上 水 道 課
℡72-8971

水稲共済掛金、果樹共済掛金、畑作物共済掛金、
園芸施設共済掛金等

＊内容についてのお問い合わせは、各担当課へお願いします。

農業共済課
℡72-4455

おめでとうございます

杉
すぎ

榮
えい

治
じ

さん

（井倉・88歳）

旭
日
単
光
章
（
高
齢
者
叙
勲
）

元
哲
西
町
議
会
議
員
羽
場
　
貢
氏
（
哲
西
町
上
神
代
）
に
、
こ
の
度
旭
日
単
光
章
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

羽
場
氏
は
、
大
正
六
年
に
広
島
県
神
石
郡
三
和
町
で
お
生
ま
れ
に
な
り
、
昭
和
九
年
に
広

島
県
立
戸
手
実
業
学
校
を
卒
業
後
農
業
に
従
事
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
結
婚
に
よ

り
哲
西
町
内
に
来
ら
れ
、
主
に
農
業
に
従
事
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
昭
和
四
十
五
年
に
哲

西
町
議
会
議
員
に
初
当
選
以
来
三
期
十
二
年
の
永

き
に
わ
た
っ
て
在
職
さ
れ
、
議
長
を
務
め
る
な
ど

数
々
の
要
職
を
歴
任
し
、
住
民
の
福
祉
の
向
上
と

地
方
自
治
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
四
十
七
年
七
月
の
未
曾
有
の
大
災

害
に
際
し
て
は
、
消
防
団
長
と
し
て
先
頭
に
立
っ

て
被
害
を
最
小
限
に
留
め
る
な
ど
、
数
多
く
の
功

績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

羽
は

場
ば

貢
みつぐ

さん

（哲西町上神代・88歳）
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量
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協
力
団
体

報
奨
金

生
ご
み
処
理
容
器

購
入
費
補
助
金

生
活
排
水
路

美
化
促
進
報
償
金
が

廃
止
さ
れ
ま
す



「阿新地方振興局」は
「備中県民局新見支局」に生まれ変わりました国
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国
保
人
間
ド
ッ
ク
の
募
集

新
見
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
を
対
象

と
し
て
、
平
成
十
七
年
度
の
国
保

人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
希
望
を
受
け

付
け
ま
す
。

次
の
①
〜
③
コ
ー
ス
よ
り
お
選

び
く
だ
さ
い

（
血
液
検
査
、
胸
お
よ
び
胃
レ
ン

ト
ゲ
ン
撮
影
、尿
・
便
検
査
な
ど
）

■
場
　
所

渡
辺
病
院

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

■
自
己
負
担

渡
辺
病
院
…
…
八
千
百
九
十
円

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

…
…
…
…
…
七
千
五
百
六
十
円

（
脳
の
断
層
撮
影
の
み
）

■
場
　
所

渡
辺
病
院

■
自
己
負
担

六
千
三
百
円

（
上
記
①
と
②
を
合
わ
せ
た
も
の
）

■
場
　
所

渡
辺
病
院
、
倉
敷
平
成
病
院

■
自
己
負
担

一
万
五
千
七
百
五
十
円

各
コ
ー
ス
に
男
性
は
前
立
腺
検

査
、
女
性
は
婦
人
科
検
診
を
次
の

料
金
で
追
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

前
立
腺
検
査
（
男
性
の
み
）

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

…
…
…
…
…
…
…
七
百
八
十
円

渡
辺
病
院
・
倉
敷
平
成
病
院

…
…
…
…
…
…
…
六
百
三
十
円

婦
人
科
検
診
（
女
性
の
み
）

渡
辺
病
院
・
倉
敷
平
成
病
院

…
…
…
…
…
千
五
百
七
十
五
円

（
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
で
は
婦
人

科
検
診
を
受
診
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
）

＊
定
員
は
①
百
三
十
名
、
②
八
十

名
、
③
三
百
名
、
前
立
腺
検

査
・
婦
人
科
検
診
が
百
五
十
名

ず
つ
と
な
り
ま
す
。
応
募
者
が

多
数
の
場
合
は
抽
選
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

■
対
　
象

新
見
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
被
保
険
者

■
受
診
期
日

六
月
以
降
（
後
日
受
診
日
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
）

■
申
込
期
限

四
月
三
十
日（
月
）当
日
消
印
有
効

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
七
一
八
ー
八
五
〇
一

新
見
市
新
見
三
一
〇
ー
三

新
見
市
役
所
保
険
年
金
課

（
℡
７
２
―
６
１
２
３
）

①
短
期
人
間
ド
ッ
ク

②
脳
ド
ッ
ク

③
脳
＋
短
期
人
間
ド
ッ
ク

受診を希望される人は、はがきに住所、氏名、生

年月日、電話番号、希望されるコースの番号、①・

③については病院名を記入のうえ、お申し込みくだ

さい。病院名の記入がない場合は、①は健康管理セ

ンター、③は渡辺病院となりますのでご注意くださ

い。前立腺検査・婦人科検診を希望する人は前立腺

希望、婦人科希望と記

入してください。

生後91日以上の犬の飼い主は、その犬につい
て狂犬病予防法により登録と狂犬病予防注射を受
けることが義務づけられています。今年は4月
18日（月）から巡回による登録と予防注射を行い
ます。
なお、予防注射の日程につきましては、飼い主
のみなさん宛に送付していますので、お近くの会
場で必ず受けてください。
＊現在、犬を飼われていない場合や、新しく飼い
始めた場合は、市民環境課環境保全係までご連
絡ください。
＊会場へは、フンの後始末ができるよう準備して
きてください。
＊会場内での犬同士による喧嘩等の事故について
は、市では責任を持てませんので、会場へは必
ず犬をコントロールできる人が連れてきてくだ
さい。
●対　象…生後91日以上の犬
●料　金…登録料金　3,000円

注射料金　2,800円
■問い合わせ先

市民環境課環境保全係（℡72－6124）

愛犬の登録と
予防注射

＊検査を希望する人が

2人以上いて、同じ

日に希望される場合

は、1枚のはがきに

2人以上を連記して

もかまいません。

＊実施時期等について

はご希望に添えない

場合もあります。 はがき記入例

「阿新地方振興局」は
「備中県民局新見支局」に生まれ変わりました

［出］高梁川ダム統合管理事務所（河本・高瀬川・千屋ダムの管理）
［統］阿新保健所、阿新農業改良普及センター

（注）Ｈ17年度から◎印は本庁、★印は県民局に集中される業務を示す。
［出］は振興局の出先事務所、［統］は振興局の統括事務所を示す。
＊4月以後支局において引き続き実施する業務は省略しています。

岡山県では、地域の課題やニーズにより柔軟に対応する拠点として、現在９か所設置されている地方振興局

を「備前」「備中」「美作」の３つの県民局に再編し、阿新地方振興局は「備中県民局」の支局として、地域に

密着した行政サービスをより効率的に実施することとなりました。

＊支局体制への移行に伴い、4月4日（月）から税務およびパスポ－ト窓口が総務環境課内（2階）へ移動しました。
■お問い合わせ 備中県民局新見支局総務環境課（℡７２-１１７７）

［出］高梁川ダム統合管理事務所（河本・高瀬川・千屋ダムの管理）
［統］新見保健所、新見農業改良普及センター

（注）［出］は県民局の出先事務所、［統］は県民局の統括事務所を示す。

平成17年3月までの組織体制

総務振興部 総務振興課
◎高度情報化／地方債の許可・地方交付税検
査／商工業振興／労働対策など
★企画立案・総合調整／市町村連絡調整・市
町村振興計画等の協議／国際交流・貢献事
業の支援等／観光振興／人権同和施策／公
聴広報／土地対策／消防防災／人事など

健康福祉課・福祉振興課
★社会福祉法人・施設等の指導監視／介護保
険・高齢者福祉施策など
★身体・知的障害者施策／福祉事務所業務／
児童・母子福祉業務など

健康福祉部
（阿新保健所）

企画調整情報班

保　健　課

衛　生　課

◎農協等の指導
★農産振興／農林関係制度資金／農地調整な
ど

★団体営土地改良事業／小規模土地改良事業
など

農林水産
事業部

農業振興課

耕　地　課

◎市町村工事技術指導など

建　設　部 用　地　班

維持管理課

建設企画課

★三室川ダム・大谷川ダム建設など

ダム建設課

工務第一課

工務第二課

森　林　課

県民環境課
★廃棄物／水質・大気汚染防止／公害苦情／
文化行政など

総　務　室 総務環境課
旅券発給／予算経理／入札／防災体制の配
備／県税の収納／納税証明など
コミュニティ・ボランティア／男女共同参
画／青少年健全育成／消費生活／環境監視・
指導・調査／浄化槽／墓地埋葬など
（注）コミュニティ・ボランティア、男女共

同参画、青少年健全育成、消費生活に
ついては、各種団体の育成・支援業務

保健・医療・福祉施策の企画立案・総合調整
など

医療機関の指導監視／母子保健・老人保健対
策／精神保健福祉対策／結核・感染症対策／
難病対策など

医薬品・食品関係施設等の指導監視・許可登
録など

地域健康
福祉室

（新見保健所）

企画調整情報担当

保　健　課

衛　生　課

畜産振興／畜産環境保全など

土木工事用地の評価・取得・補償など

公共土木施設の保全・管理／道路等の占用許
可／砂利採取計画等の認可／屋外広告物取締
など
（注）維持補修工事金額４千万円未満の工事

県営土地改良事業の調査・設計・監督など
（注）工事金額４千万円未満の工事

林業技術普及／造林／保安林／林地開発規
制／自然保護／治山など

地域農林
水産室

畜　産　班

農地農村整備課

建設事業の総合調整／土木工事の進行管理／
設計審査など

土木工事の調査・設計・監督など
（注）工事金額４千万円未満の工事

地域建設室 用　地　班

維持管理課

建設企画課

工　務　課

森　林　課

平成17年4月からの組織体制

阿新地方振興局

新見支局

備 中 県 民 局

○
住
　
所

○
氏
　
名

○
生
年
月
日

○
電
話
番
号

○
希
望
さ
れ
る
コ
ー
ス

（
①
・
③
に
つ
い
て
は
病
院
名
も
）

○
そ
の
他

（
曜
日
等
の
実
施
時
期
の
希
望
な
ど
）



重
度
の
障
害
が
あ
る
た
め
、
日

常
生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
な
介

護
を
必
要
と
す
る
人
に
支
給
さ
れ

ま
す
。
特
別
障
害
者
手
当
は
二
十

歳
以
上
の
人
に
、
障
害
児
福
祉
手

当
は
二
十
歳
未
満
の
人
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

二
十
歳
未
満
の
精
神
ま
た
は
身

体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
こ
ど
も

を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

父
母
が
離
婚
、
ま
た
は
一
方
が

死
亡
し
た
場
合
な
ど
に
お
い
て
十

八
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
す
る
父

母
な
ど
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

小
学
校
第
三
学
年
終
了
前
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

身
体
障
害
者
手
帳
（
一
級
〜
六

級
）、
療
育
手
帳
（
Ａ
・
Ｂ
）、
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
（
一
級
〜

三
級
）
の
い
ず
れ
か
の
交
付
を
受

け
て
い
る
二
十
歳
未
満
の
こ
ど
も

を
養
育
し
て
い
る
人
に
、
そ
の
障

害
に
あ
わ
せ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

人
工
透
析
治
療
を
受
け
る
た
め

医
療
機
関
に
頻
繁
に
通
院
し
て
い

る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

（
支
給
上
限：

年
間
三
万
円
）

国
民
年
金
制
度
の
発
展
過
程
に

お
い
て
生
じ
た
特
別
な
事
情
に
よ

り
、
障
害
年
金
な
ど
を
受
給
し
て

い
な
い
障
害
者
を
対
象
と
し
た
福

祉
措
置
と
し
て
、
特
別
障
害
者
給

付
金
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
三
年
三
月
以
前
の
国
民
年
金

任
意
加
入
対
象
者
で
あ
っ
た
学
生

お
よ
び
昭
和
六
十
一
年
三
月
以
前

の
国
民
年
金
任
意
加
入
対
象
で
あ

っ
た
被
用
者
（
厚
生
年
金
、
共
済

組
合
な
ど
の
加
入
者
）
の
配
偶
者

で
あ
っ
て
、
国
民
年
金
に
任
意
加

入
し
て
い
な
か
っ
た
期
間
に
初
診

日
が
あ
り
、
現
在
障
害
基
礎
年
金

一
、
二
級
相
当
の
障
害
に
該
当
す

る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
社
会
福
祉
課

（
℡
７
２
―
６
１
２
６
）
ま
た
は
、

各
支
局
市
民
福
祉
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
対
象

大
字
単
位
以
上
で
地
域
住
民
の

多
く
が
参
加
し
、
規
約
、
会
計
お

よ
び
年
間
事
業
計
画
を
持
っ
て
活

動
し
て
い
る
団
体
ま
た
は
法
人
。

■
使
途

将
来
構
想
を
持
っ
て
活
力
あ
る

地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
団
体
等

の
運
営
・
活
動
に
必
要
な
経
費
。

■
補
助
率

対
象
事
業
経
費
の
百
％
以
内

■
限
度
額

お
お
む
ね
七
十
万
円

■
対
象

地
域
単
位
（
行
政
地
区
等
）
で

組
織
さ
れ
る
団
体
ま
た
は
ま
ち
づ

く
り
を
目
的
と
す
る
団
体
。

■
使
途

地
域
の
個
性
・
自
主
性
を
活
か

し
な
が
ら
、
地
域
の
活
性
化
、
世

代
間
の
交
流
促
進
、
他
地
域
と
の

交
流
等
を
目
的
と
す
る
ソ
フ
ト
事

業
。

■
補
助
率

対
象
事
業
費
の
五
十
％
以
内

■
限
度
額

五
十
万
円
以
内
（
た
だ
し
補
助

対
象
事
業
費
十
万
円
以
上
で
あ
る

こ
と
）

■
注
意
事
項
（
両
制
度
共
通
）

＊
新
市
に
お
け
る
一
体
感
の
醸
成

を
図
る
事
業
に
つ
い
て
は
優
先

的
に
採
択
し
ま
す
。

＊
助
成
す
る
事
業
は
本
年
度
内
に

実
施
・
完
了
す
る
も
の
に
限
り

ま
す
。

■
助
成
対
象
と
な
ら
な
い
事
業

・
政
治
・
宗
教
・
営
利
を
目
的
と

し
た
事
業

・
国
や
県
な
ど
の
助
成
を
受
け
る

事
業

■
申
請
先

市
民
環
境
課

ま
た
は
各
支
局
総
務
企
画
課

■
申
請
期
限

六
月
十
四
日（
火
）

■
問
い
合
わ
せ
先

市
民
環
境
課
生
活
交
通
係

（
℡
７
２
―
６
１
２
２
）

各
種
手
当
をご

利
用
い
た
だ
け
ま
す

ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は

み
な
さ
ん
で
す

従
来
か
ら
あ
る
制
度

合
併
に
伴
い

エ
リ
ア
が
広
が
る
制
度

今
年
度
か
ら
始
ま
る
制
度

夢・出逢い・御殿町
にいみ端午の節句まつり
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夢・出逢い・御殿町
にいみ端午の節句まつり
夢・出逢い・御殿町
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夢・出逢い・御殿町
にいみ端午の節句まつり
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にいみ端午の節句まつり
夢・出逢い・御殿町
にいみ端午の節句まつり
夢・出逢い・御殿町
にいみ端午の節句まつり
夢・出逢い・御殿町
にいみ端午の節句まつり
夢・出逢い・御殿町
にいみ端午の節句まつり
夢・出逢い・御殿町
にいみ端午の節句まつり
夢・出逢い・御殿町
にいみ端午の節句まつり
夢・出逢い・御殿町
にいみ端午の節句まつり
夢・出逢い・御殿町
にいみ端午の節句まつり
家庭で眠っている「五月人形や鯉のぼり」を集めて展示し
ます。期間中は美味しいお茶でおもてなしをいたします。ぜ
ひご来場ください。
■会　場　太池邸・御殿町センター・新見商店街（新見中町）

■期　間　５月１日（日）～５日（木） 10:00～17:00

■入場料　無　料

希望者は商工観光課までお申し込みください。
・五月人形はどんなものでも結構です。
・鯉のぼりは商店街を中心に展示する予定ですが、展示数に
制限があります。
・その他「端午の節句」にふさわしい展示物があればご連絡
ください。
・原則として会場への搬入展示と片付け搬出は出展者で行っ
ていただきますが、無理な場合は主催者で行います。

■問い合わせ先　商工観光課観光振興係（℡72－6136）
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市営住宅入居者募集

住
民
主
体
の
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
た
め
、

地
域
の
個
性
や
自
主
性
を
活
か
し
な
が
ら
活
動
す
る

団
体
に
つ
い
て
地
域
づ
く
り
支
援
交
付
金
・
ま
ち
づ

く
り
推
進
事
業
補
助
金
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

■問い合わせ先　教育委員会国体推進課（℡72－6241）
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児
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地
域
づ
く
り
支
援
交
付
金

ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
補
助
金

第60回国民体育大会（晴れの国おかやま国体）が
次の日程により新見市で開催されます。
各競技の開催にあたり、多くの市民のみなさんの協
力が必要になりますので、よろ
しくお願いします。

★夏季大会
デモンストレーションとしてのスポーツ行事

ゲートボール

デュアスロン

ディスクゴルフ

パラグライダー

9月11日（日）
神郷温泉多目的広場

デュアスロン高瀬コース

風の聖域ファミリーゴルフ場
大佐山オートキャンプ場

大佐山フライトエリア

9月10日（土）
〜

9月11日（日）

★秋季大会
正式競技

ソフトボール競技

（成年女子）

10月23日（日）
〜

10月26日（水）

憩いとふれあいの公園

新見ピオーネ球場・多目的広場

デモンストレーションとしてのスポーツ行事

グラウンドゴルフ

ビ リ ヤ ー ド
10月23日（日）

健康の森ふれあい広場

哲 西 体 育 館

市営住宅空家入居者を

次のとおり募集します。

■募集戸数および団地名
●空家
・団 地 名　市営住宅高尾団地

新見市高尾520番地

・構造規模　中耐３階　３DK

・面　　積　67.70m2

・募集戸数　１戸

・家　　賃　15,600円～25,900円

・そ の 他　単身入居不可

■入居開始日 ５月１日（日）（予定）

■申込方法 入居希望者は、４月22日（金）まで

に、都市建設課（72-6131）また

は各支局経済建設課に備え付け

の用紙でお申し込みください。



今
年
、
哲
多
・
哲
西
・
大
佐
・
神
郷

を
含
む
新
し
い
新
見
市
が
誕
生
し
ま

す
。
合
併
が
正
式
に
確
定
さ
れ
る
ま
で

多
く
の
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
と
思
い
ま

す
。
こ
の
合
併
に
は
、
た
く
さ
ん
の
人

た
ち
の
希
望
と
期
待
が
託
さ
れ
て
い
ま

す
。一
市
四
町
が
一
つ
に
な
る
こ
と
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た

新
し
く
よ
り
よ
い
町
に
発
展
し
て
い
っ

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
四
月

か
ら
新
見
高
校
と
新
見
北
高
校
が
統
合

さ
れ
、
新
「
新
見
高
校
」
に
な
り
ま
す
。

今
ま
で
過
ご
し
て
き
た
学
校
が
変
わ
っ

て
し
ま
う
の
は
寂
し
く
感
じ
ま
す
。
し

か
し
、
二
校
が
統
合
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
学
習
内
容
が
濃
く
・
幅
広
い
も
の
に

な
り
、
充
実
し
た
学
校
生
活
を
送
る
こ

と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
も

し
て
い
ま
す
。
単
位
制
や
二
学
期
制
が

導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
不
安
や
戸

惑
い
も
多
少
あ
り
ま
す
が
、
新
し
い
試

み
を
受
け
入
れ
、
一
人
ひ
と
り
の
能
力

を
生
か
し
て
い
け
る
学
習
が
出
来
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
互
い
の
学
校
が
築
い
て

き
た
伝
統
を
大
切
に
し
、
こ
れ
か
ら
の

新
見
高
校
に
新
た
な
よ
き
歴
史
と
伝
統

が
刻
ま
れ
て
い
く
こ
と
を
望
み
ま
す
。

『新しい新見市と
新しい学校』

尾
お

本
もと

ち　よ さん（草間・17歳）

ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

提
案
＆

お
便
り

み
な
さ
ん
か
ら
の
お
便
り
で
つ
く
る
「
提
案
＆
お
便
り
」
コ
ー
ナ
ー

の
専
用
用
紙
を
今
月
号
と
一
緒
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
提
案
や
市
政
に

つ
い
て
の
ア
イ
デ
ア
、
意
見
・
要
望
な
ど
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
こ
の

コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
ま
す
。
日
頃
の
く
ら
し
の
中
で
、
思
う
こ
と
や
気

づ
い
た
こ
と
な
ど
で
も
結
構
で
す
。
気
軽
に
お
便
り
く
だ
さ
い
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
市
長
か
ら
回
答
い
た
し
ま

す
の
で
、
住
所
、
氏
名
は
必
ず
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。「
市
報
に
い
み
」

に
掲
載
す
る
場
合
は
、
匿
名
の
扱
い
も
し
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
用
紙

下
の
「
匿
名
を
希
望
す
る
」
の
欄
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

住
所
、
氏
名
の
記
名
が
な
い
も
の
は
「
市
報
に
い
み
」
に
掲
載
し
ま
せ

ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●提案＆お便りの送り方
・専用用紙または官製はがきに、①提案②住所
③氏名④年齢⑤電話番号を書いてお送りくだ
さい。
・専用用紙は、折りたたむと封書になります。
切手をはらずにポストに入れてください。
（来年3月末まで使用できます）
・旧新見市で平成16年度に配布した専用用紙
は使用できませんので、ご注意ください。
・ファックス、電子メールでも受け付けていま
す。ファックス、電子メールも「提案＆お便
り」係に届きます。

●送付先
〒718－8501
新見市新見310－3
新見市役所企画課
「提案＆お便り」係

・FAX 72－6243
・電子メール
idea@city.niimi.okayama.jp

This year I enjoyed seeing a real winter for the first time.  Unlike Japan,

California doesn't get a lot of snow.  Even in February you don't need to

wear a jacket in Los Angeles.  I like the cold weather but one morning my

hot water stopped.  Before I came here I learned about bowing and driv-

ing on the left and toilet slippers, but not about frozen pipes.  Luckily I

remembered my microwave.  At first I actually put a bowl of water under

my kotatsu, but it was too slow...Sitting under a kotasu is my image of

winter in Japan; we don't have them in America.  Anyway I'm glad spring

(and cherry blossoms)are coming but I'll miss my kotatsu. Amanda

若
さ
故
な
の
で
し
ょ
う
か
、
好
奇
心
と
追

求
心
に
煽
ら
れ
る
ま
ま
上
京
し
て
参
り
ま
し

た
の
が
昨
年
の
三
月
。
気
付
け
ば
こ
ち
ら
で

の
生
活
も
、
早
一
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま

す
。中

学
時
代
ま
で
を
神
郷
町
で
過
ご
し
、
総

社
で
の
高
校
生
活
三
年
、
広
島
で
の
大
学
生

活
六
年
半
、
そ
の
後
半
年
間
の
里
帰
り
生
活

を
経
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
社
会
人
と

し
て
は
一
年
足
ら
ず
の
新
米
で
し
て
、
毎
日

が
教
わ
る
事
ば
か
り
。
様
々
な
場
面
や
人
を

通
じ
て
見
聞
を
深
め
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
過
程
の
中
で
、
現
代
社
会
の
時

勢
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

人
と
物
と
情
報
が
自
由
に
行
き
交
う
時
代
と

な
り
、
必
然
的
に
相
互
理
解
と
主
体
性
の
強

化
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

新
・
新
見
市
と
し
て
新
た
な
出
発
を
迎
え

ら
れ
る
訳
で
す
が
、
ど
う
ぞ
開
か
れ
た
街
、

そ
し
て
環
境
を
生
か
し
た
特
色
あ
る
街
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
雄
大
な
自
然
と
人
々
の
温
も
り
が
育
ん

で
く
れ
た
人
間
性
…
こ
れ
こ
そ
私
が
胸
を
張

っ
て
自
慢
す
る
掛
け
替
え
の
な
い
一
生
の
財

産
で
す
。

北

か

ら

南

か

ら

風
の

便
り

東京都荒川区

池
いけ

田
だ

恵
けい

子
こ

さん（26歳）

神郷油野出身

第一生命保険相互会社勤務

★
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ひとことひとこと

今年は初めて本格的な冬を楽しみました。日本とちがって、カリフォル
ニアは雪があまり降らず、ロサンゼルスでは2月でも上着がいらないんです。
寒い気候は好きですが、ある朝うちのお湯が出なくなったんです。ここに
やって来る前に、おじぎ、左側通行、そしてトイレでスリッパを履くこと
は習ったんですが、水道管が凍ることは知りませんでした。幸運にも電子
レンジがあったことを思い出しましたが、最初は水をこたつの中にいれて
お湯にしようしました。でも、なかなか温まりませんでした。こたつに入
ることは、私が想像する日本の冬のイメージです。アメリカにはこたつは
ありません。とにかく桜の咲く春がやってくるのが楽しみです。こたつを
片づけるのは寂しいですけど。 アマンダ

●第１通●

アマンダ・トレリーバン

アメリカ・カリフォルニア州出身。
外国語指導助手として哲多中に勤務。

※筆者は左から三人目



３月26日、道の駅「鯉が窪」敷地内に米粉パンの製パ
ン工場が完成しました。地産地消により米の消費拡大を
めざして、菓子パンなど約60種類のメニューが販売され、
施設には製造を見学できるガラス張りの窓や、飲食が可
能なオープンデッキも完備されています。オープン当日
は県内外から多くの人が訪れ、店の前には長い行列がで
きました。

新市の特産品に
◆製パン施設オープン

３月26日～27日、源流域と下流域のこどもたちの交
流を深め、環境問題への関心を高めることを目的とし
た「子どもたちがゆく冒険アースボートの旅」が行わ
れました。倉敷市と大佐のこども19人が「お～さ源流
公園」をスタートし、高梁川の水質を調査したり、ご
みを回収したりしながら、井倉洞付近、総社大橋など
６つのポイントを、力を合わせてアースボートで乗り
切り、ゴールの船穂町まで下りました。

力をあわせて川下り
◆子どもたちがゆく冒険アースボートの旅

３月20日、やまびこ広場神郷しゃくなげ
ホールで神郷町消防団の解団式が行われま
した。式典には約150人が参加し、優良消
防団員に表彰が行われ、永年、消防団に功
績のあった歴代消防団長や婦人消防協力隊
に感謝状が送られました。最後に、団長よ
り町長に団旗が返納され、神郷町消防団50
年の歴史に幕を閉じました。

永年の歴史に幕
◆神郷町消防団解団式

３月13日、哲多町民センターで閉町式が開
催され、町内外から約300人が集まりました。
式典では町長、議長があいさつを行い、50年
を綴ったスライドの上映では、来場者達も懐
かしい写真を見ながら歴史を振り返りまし
た。続いて、これまでの町政に功績のあった
約180人が表彰され、各分野の代表に町長か
ら表彰状・感謝状・祝状が贈呈されました。
式典の最後では、会場に掲揚されていた町旗
が降ろされ、町長に手渡されました。

50年間ありがとう
◆哲多町閉町式

３月18日、まなび広場にいみで新見公立
短期大学の卒業証書授与式が行われまし
た。初の地域看護学専攻科の修了生15人を
含む193人と保護者や恩師、在学生が出席
しました。各学科の代表者に卒業証書が授
与されたほか、優秀学生に「赤木孜一賞」
が贈られました。門出の日にふさわしく、
着物やスーツで装った卒業生たちは、新見
での思い出を胸に、それぞれの新しい道に
巣立っていきました。

それぞれの新しい道へ
◆新見公立短期大学卒業式

身近な出来事や話題など

みなさんからの情報をお待ちしています。
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昨
年
の
猛
暑
の
影
響
で
、
今
年
の

花
粉
の
飛
散
量
は
、
比
較
的
少
な
か

っ
た
昨
年
春
に
比
べ
十
〜
三
十
倍
、

例
年
比
で
も
一
・
五
〜
二
倍
に
及
ぶ

と
の
報
告
も
出
て
い
ま
す
。
自
分
な

り
の
花
粉
症
対
策
で
、
こ
の
春
を
乗

り
切
り
ま
し
ょ
う
。

【
花
粉
を
避
け
る
】

外
出
時
は
こ
ん
な
工
夫
を
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

●
帽
子：

髪
の
毛
は
花
粉
の
た
ま

り
場
に
な
る
の
で
、
長
い
髪
は
束
ね

ま
し
ょ
う
。
短
い
人
で
も
、
ツ
ル
ツ

ル
し
た
素
材
の
つ
ば
付
き
の
帽
子
を

か
ぶ
り
ま
し
ょ
う
。

●
眼
鏡
や
サ
ン
グ
ラ
ス：

花
粉
症

用
の
ゴ
ー
グ
ル
タ
イ
プ
や
、
サ
イ
ド

に
カ
バ
ー
の
つ
い
た
も
の
に
す
る

と
、
花
粉
が
眼
の
粘
膜
に
つ
く
の
を

軽
減
で
き
ま
す
。

●
マ
ス
ク：

で
き
れ
ば
花
粉
症
用

の
マ
ス
ク
を
。
ま
た
、
中
に
湿
ら
せ

た
ガ
ー
ゼ
を
は
さ
む
の
も
良
い
で
し

ょ
う
。

●
素
材：

衣
服
や
帽
子
も
、
化
学

繊
維
や
綿
で
表
面
が
ツ
ル
ッ
と
し
た

も
の
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。
静
電
気

防
止
ス
プ
レ
ー
も
有
効
で
す
。

【
食
べ
物
の
工
夫
】

新
陳
代
謝
を
高
め
る
た
め
「
ホ
ッ

ト
＆
ヘ
ル
シ
ー
」
な
も
の
を
食
べ
る

よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
原
則
的
に
穀
類
、
豆
類
、
芋
類
、

根
菜
類
な
ど
、
身
体
を
温
め
て
く
れ

る
食
物
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

●
海
藻
類
に
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
を

抑
え
る
α
リ
ノ
レ
ン
酸
が
多
く
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
シ
ソ
に
は
こ

の
α
リ
ノ
レ
ン
酸
が
多
く
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

●
青
魚
に
多
く
含
ま
れ
る
Ｅ
Ｐ
Ａ

(

エ
イ
コ
サ
ペ
ン
タ
エ
ン
サ
ン
）
は
、

免
疫
の
働
き
を
正
常
化
し
て
く
れ
ま

す
。
ア
ジ
、
イ
ワ
シ
な
ど
が
お
す
す

め
で
す
。

●
ジ
ュ
ー
ス
類
な
ど
の
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
系
飲
料
は
身
体
を
冷
や
す
の

で
、
な
る
べ
く
避
け
ま
し
ょ
う
。
せ

っ
か
く
飲
む
な
ら
、
ア
レ
ル
ギ
ー
症

状
の
改
善
効
果
が
期
待
で
き
る
日
本

茶
や
甜
茶
（
て
ん
ち
ゃ
）
を
。

【
生
活
の
中
で
の
工
夫
】

●
空
気
清
浄
機：

花
粉
症
の
症
状

が
あ
ら
わ
れ
る
の
は
目
や
鼻
。
つ
ま

り
、
顔
の
高
さ
に
空
気
清
浄
機
を
置

く
こ
と
で
花
粉
の
吸
い
込
み
や
付
着

が
カ
ッ
ト
で
き
ま
す
。

花粉対策できてますか？休日
診療

健診
日程

休日
診療

準夜間
診療
準夜間
診療

健診
日程 コラムコラム診療時間は、いずれも

午前9時から午後5時までです。
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●
掃
除：

床
は
掃
除
機
を
か
け
る

だ
け
で
な
く
、
必
ず
水
拭
き
も
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
布
製
の
ソ
フ
ァ
や

座
布
団
に
は
カ
バ
ー
を
か
け
、
こ
ま

め
に
洗
濯
を
し
て
取
り
替
え
ま
し
ょ

う
。

【
花
粉
症
の
治
療
】

ま
ず
は
早
め
に
専
門
医
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

●
薬
に
つ
い
て：

比
較
的
安
全
性

が
高
い
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
薬
は
、
効
き

始
め
る
の
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

ま
た
、
市
販
の
目
薬
や
点
鼻
薬
だ
け

を
や
み
く
も
に
使
用
す
る
と
、
副
作

用
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

●
レ
ー
ザ
ー
手
術：

鼻
水
や
鼻
づ

ま
り
を
抑
え
る
為
に
、
鼻
の
粘
膜
を

や
ん
わ
り
と
焼
く
手
術
で
、
日
帰
り

で
で
き
ま
す
。
花
粉
の
飛
散
前
に
行

い
ま
す
が
、
花
粉
が
飛
散
し
、
発
症

し
て
か
ら
で
は
手
術
が
受
け
ら
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
減
感
作
療
法：

ス
ギ
花
粉
に
過

敏
反
応
し
な
い
体
質
に
す
る
為
に
、

定
期
的
に
注
射
を
し
て
い
く
治
療
で

す
が
、
長
い
期
間
が
か
か
り
、
行
え

る
専
門
医
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
健
康
づ
く
り
課

■保健事業年間計画表
今回の市報と一緒に配布された保健事業年間計画表は、「新」新見市で行われる乳幼児
健診や総合検診などの日程等が載った冊子です。年間日程ですので、大切に保管してく
ださい。また、日時・会場などを変更する場合もありますので、毎月の「市報にいみ」
で確認してください。ご不明な点は、各支局のお問い合わせ先までご連絡ください。

【担当病院】
●4月17日（日）
渡　辺　病　院 ℡72－2123

瀬　尾　病　院 ℡08477－2－0023

勝　山　病　院（内・外） ℡0867－44－3161

本　山　医　院（内） ℡0867－52－1551

●4月24日（日）
長谷川紀念病院 ℡72－3105

こぶしの里病院 ℡08477－2－5255

河　本　病　院（内・外） ℡0867－55－2121

中　井　医　院（内） ℡0867－44－4848

●4月29日（金）
新見中央病院 ℡72－2110

東　城　病　院 ℡08477－2－2150

湯原温泉病院（内・外） ℡0867－62－2221

杉　江　医　院（外） ℡0867－52－3456

●5月1日（日）
太　田　病　院 ℡72－0214

金　田　病　院 ℡0867－52－1191

米　田　医　院（内） ℡0867－44－2132

●5月3日（火）
長谷川紀念病院 ℡72－3105

近　藤　病　院（内・外）℡0867－44－2671

松　坂　医　院（内） ℡0867－42－3300

さ と う 医 院（外） ℡0866－52－9898

●5月4日（水）
渡　辺　病　院 ℡72－2123

落　合　病　院（内・外） ℡0867－52－1133

片　岡　医　院（内） ℡0867－62－3400

●5月5日（木）
新見中央病院 ℡72－2110

勝　山　病　院（内・外） ℡0867－44－3161

イ ケ ヤ 医 院（内） ℡0867－42－0122

吉弘クリニック（内） ℡0866－52－2704

【内科】
高尾高西町・介護老人保健施設「くろかみ」内

阿新地域休日・準夜間診療所 （℡72－0334）

【歯科】
新見水舟・市役所前

阿新地域休日歯科診療所 （℡72－8083）

高尾高西町・介護老人保健施設
「くろかみ」内

診療日：月～金曜日
（祝祭日を除く）

診療時間：19時～21時
診療科目：内科、小児科

●献血
月　　日

4月19日

曜日

火

会　　　　　場

新見商工会議所

山村開発センター

時　　間

10:30～12:30

13:30～15:00

＊65歳～69歳の人は、60歳～64歳までの間に献血の経験が
ある人に限られます。
＊身分確認ができるものを持参してください。
＊詳細は新見市保健事業年間計画表を確認してください。

●乳幼児健康診査
月　日

4月19日

曜日

火

会　　　　場

保健福祉センター

受付時間

13:00～13:30

対 象 児

平成16年6月生

用意するもの 母子手帳、健康診査票

●1歳6か月児健康診査
月　日

4月25日

曜日

月

会　　　　場

保健福祉センター

受付時間

13:00～13:30

対 象 児

平成15年9月生

用意するもの 母子手帳、健康診査票

●2歳6か月児歯科健康診査
月　日

4月12日

曜日

火

会　　　　場

保健福祉センター

受付時間

13:00～13:30

対 象 児

平成14年9月生

用意するもの 母子手帳、健康診査票、ハブラシ、お茶

●3歳児健康診査
月　日

4月20日

曜日

水

会　　　　場

保健福祉センター

受付時間

13:00～13:30

対 象 児

平成13年9月生

用意するもの 母子手帳、健康診査票、アンケート、早朝尿

●健康相談
月　日

4月13日

4月15日

4月26日

曜日

水

金

火

会　　　　　場

大佐支局（おおさ総合センター）

神郷支局（神郷保健センター）

哲多支局

受付時間

9:30～15:00

＊なお、新見支局（保健福祉センター）では、随時行っています。
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四
月
二
十
四
日（
日
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

御
殿
町
セ
ン
タ
ー

（
℡
７
２
―
６
６
６
０
）

■
日
時

五
月
三
日（
火
）

十
時
〜

■
場
所

道
の
駅
「
鯉
が
窪
」
・
鯉
が
窪

湿
原

■
内
容

牛
の
追
い
込
み
や
伝
統
芸
能
の

太
鼓
田
植
え
が
披
露
さ
れ
る
ほ

か
、
特
産
品
の
販
売
等
が
あ
り
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

哲
西
支
局
経
済
建
設
課
産
業
係

（
℡
９
４
―
２
１
１
３
）

新
見
高
校
・
新
見
北
高
校
の
再

編
に
伴
い
、
新
見
駅
前
西
駐
車
場

■
参
加
対
象

中
学
生
以
下（
小
学
校
低
学
年
、

幼
児
は
保
護
者
同
伴
の
こ
と
）

■
参
加
費

無
料

■
内
容

「
こ
ど
も
の
日
」
に
川
に
親
し

ん
で
も
ら
う
た
め
、
放
流
し
た
マ

ス
を
釣
る
恒
例
の
イ
ベ
ン
ト
で

す
。「
ち
び
っ
こ
つ
か
み
取
り
大

会
」
も
行
い
ま
す
。
大
物
賞
や
遠

来
賞
が
贈
ら
れ
る
ほ
か
、
う
ど
ん

や
飲
み
物
の
販
売
も
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

商
工
観
光
課
観
光
振
興
係

（
℡
７
２
―
６
１
３
６
）

■
日
時

五
月
五
日（
木
）

九
時
〜

■
会
場

御
殿
町
セ
ン
タ
ー

■
出
店
料
金

一
ブ
ー
ス：

五
百
円

■
申
込
締
切

市
で
は
、
高
齢
者
や
障
害
の
あ

る
人
に
、
利
用
限
度
額
二
千
円
の

乗
車
券
（
バ
ス
カ
ー
ド
）
を
年
間

で
一
人
に
一
枚
交
付
し
ま
す
。
市

内
の
備
北
バ
ス
で
利
用
で
き
ま

す
。な

お
、
乗
車
券
は
本
人
の
み
使

用
で
き
る
も
の
で
、
他
人
に
貸
与

し
た
り
、
譲
渡
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

■
対
象
と
な
る
人

新
見
支
局
（
旧
新
見
市
）
管
内

に
住
所
を
有
す
る
人
で
、
次
の
い

ず
れ
か
の
要
件
に
該
当
す
る
人

①
満
七
十
歳
以
上
の
人
（
年
度
中

に
七
十
歳
に
な
る
人
を
含
む
）

②
身
体
障
害
者
手
帳
の
一
級
・
二

級
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

一
級
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

④
療
育
手
帳
Ａ
の
交
付
を
受
け
て

い
る
人

⑤
②
〜
④
の
介
助
者

■
交
付
場
所

社
会
福
祉
課
、
新
見
支
局
管
内

各
市
民
セ
ン
タ
ー
・
連
絡
所

■
用
意
す
る
も
の

①
印
鑑

②
身
体
障
害
者
手
帳
、療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

い
ず
れ
か

③
身
分
の
わ
か
る
も
の
（
免
許
証
、

健
康
保
険
証
、
老
人
保
健
法
医

療
受
給
者
証
等
）

④
昨
年
度
交
付
を
受
け
た
人
は
使

用
済
カ
ー
ド

■
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課
長
寿
社
会
係

（
℡
７
２
―
６
１
２
５
）

市
で
は
、
寝
た
き
り
等
の
高
齢

者
を
在
宅
で
介
護
さ
れ
て
い
る
人

に
介
護
用
品
を
給
付
す
る
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

■
対
象

以
下
の
要
件
に
該
当
す
る
高
齢

者
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家

族
。①

本
市
に
住
所
を
有
し
、
②
市

民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
、
③

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
で
要
介

護
四
ま
た
は
五
の
認
定
を
受
け
て

い
る
人
。

■
給
付
品
目

紙
お
む
つ
、
尿
取
り
パ
ッ
ト
、

使
い
捨
て
手
袋
、
清
拭
剤
、
ド
ラ

イ
シ
ャ
ン
プ
ー

■
給
付
対
象
額

月
額
六
千
二
百
五
十
円
分
ま
で

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課
長
寿
社
会
係
（
℡

７
２
―
６
１
２
５
）、
各
支
局
市

民
福
　
祉
課
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー

■
テ
ー
マ

「
高
齢
者
と
社
会
」

■
日
時
・
内
容

五
月
七
日
、
十
四
日
、
二
十
八

日
、
六
月
四
日
、
七
月
十
六
日
、

二
十
三
日
、
三
十
日
、
八
月
六
日

計
八
回
　
十
四
時
〜
十
六
時

■
場
所

高
梁
市
総
合
文
化
会
館
二
階

＊
駐
車
場
有
り

■
受
講
料

無
料

■
申
込
期
限

四
月
二
十
五
日（
月
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

吉
備
国
際
大
学
公
開
講
座
事
務

局
（
℡
０
８
６
６
ー
２
２
ー
９

４
５
４
・
内
１
７
１
７
）

■
日
時

四
月
十
六
日（
土
）
、
十
七
日（
日
）

競
技：
十
一
時
〜

■
場
所

大
佐
山
山
頂

■
内
容

ハ
ン
グ
グ
ラ
イ
ダ
ー
に
よ
る
津

山
方
面
へ
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

大
佐
支
局
経
済
建
設
課
産
業
係

（
℡
９
８
―
２
１
１
３
）

■
日
時

五
月
五
日（
木
）

十
時
〜
十
四
時

■
場
所

御
殿
町
セ
ン
タ
ー
裏
の
高
梁
川

（
金
谷
橋
周
辺
）

の
奥
側
に
、
高
校
生
の
利
用
を
対

象
と
し
た
百
四
十
六
台
分
の
自
転

車
の
第
二
駐
輪
場
を
整
備
し
ま
し

た
。
利
用
マ
ナ
ー
を
守
り
景
観
に

配
慮
し
て
き
れ
い
な
利
用
を
お
願

い
し
ま
す
。

ま
た
、
既
存
の
第
一
駐
輪
場
の

日
利
用
駐
輪
枠
に
つ
い
て
も
自
転

車
等
の
整
理
を
行
う
目
的
で
、
一

台
ず
つ
チ
ェ
ー
ン
で
ポ
ス
ト
と
接

続
す
る
設
備
を
設
け
ま
し
た
。

利
用
環
境
を
向
上
す
る
た
め
、

放
置
自
転
車
や
利
用
マ
ナ
ー
の
悪

い
自
転
車
は
速
や
か
に
撤
去
し
ま

す
。
駐
輪
場
に
掲
示
し
て
い
ま
す

利
用
規
定
を
守
っ
て
い
た
だ
く
よ

う
利
用
者
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
四
月
か
ら
駐
輪
場
の
利

用
の
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は

都
市
建
設
課
都
市
計
画
係
か
ら
財

政
課
管
財
係
に
な
り
ま
す
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　

財
政
課
管
財
係

（
℡
７
２
―
６
１
２
８
）

お
　
し
　
ら
　
せ

お
　
し
　
ら
　
せ

おしらせおしらせ

■固定資産税（1期）

■納付期限／5月2日

◆面　積　793,27km2

◆人のうごき　
総人口　37,049人
男　17,661人
女　19,388人

出生… － 人 転入… － 人
死亡… － 人 転出… － 人
世帯数　12,614世帯
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（平成17年3月30日現在）

市報にいみ 創刊号
April 200523

市報にいみ 創刊号
April 2005 22

2
0
0
5

ハ
ン
グ
グ
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ

中
国
選
手
権

介
護
用
品
給
付
事
業
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

高
齢
者
・
障
害
者
へ

バ
ス
カ
ー
ド
を
交
付
し
ま
す

鯉
が
窪
湿
原
祭
り

吉
備
国
際
大
学
公
開
講
座

受
講
者
募
集

第
16
回
御
殿
町

子
ど
も
マ
ス
釣
り
大
会

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

出
店
者
募
集

新
見
駅
前
第
二
駐
輪
場
が

整
備
さ
れ
ま
し
た
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村
居
正
之
氏
は
、
昭
和
二
十
二
年

京
都
市
に
生
ま
れ
、
日
本
画
家
池
田
遙

邨
に
師
事
し
ま
し
た
。
日
展
、
日
春
展

を
中
心
に
作
品
を
発
表
し
、
日
展
で
は

二
度
の
特
選
に
輝
き
ま
し
た
。
そ
の
制

作
活
動
は
、
高
層
ビ
ル
群
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
作
品
か
ら
、
都
会
の
孤
独
や
哀

愁
な
ど
自
身
の
心
象
を
表
現
し
た
作
品

に
変
わ
り
、
近
年
で
は
ギ
リ
シ
ャ
に
取

材
し
群
青
一
色
で
静せ

い

謐ひ
つ

な
夜
を
表
現

す
る
な
ど
、
京
都
画
壇
の
伝
統
に
新
た

な
息
吹
を
吹
き
込
み
ま
し
た
。さ
ら
に
、

そ
の
画
業
か
ら
日
本
・
ギ
リ
シ
ャ
修
好

百
周
年
記
念
切
手
と
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
開
催
記
念
切
手
の
原
画
を
制
作
す

る
な
ど
、
美
術
界
内
外
か
ら
注
目
を
集

め
ま
し
た
。

本
展
で
は
、
初
期
の
モ
ダ
ン
な
都

会
の
風
景
か
ら
幻
想
的
な
ギ
リ
シ
ャ
古

代
遺
跡
を
描
い
た
近
作
ま
で
二
十
点
余

り
を
展
示
し
、
村
居
正
之
の
世
界
を
紹

介
し
ま
す
。

●
観
覧
料

大
　
人
　
6
0
0
円

中
高
生
　
3
0
0
円

小
学
生
　
2
0
0
円

■
新
見
美
術
館
　
休
館
日：

月
曜
日

（
℡
７
２
―
７
８
５
１
）

新
市
施
行
・
新
見
美
術
館
開
館
十
五
周
年
記
念
特
別
展
Ⅰ

明
日
を
ひ
ら
く

村

居

正

之

展
市報にいみ 創刊号
April 200525

市報にいみ 創刊号
April 2005 24

●
フ
レ
ー
フ
レ
ー
・
テ
レ
フ
ォ
ン

岡
山
（
情
報
提
供
無
料
）

働
く
あ
な
た
に
、
必
要
に
応
じ

た
育
児
・
介
護
・
家
事
代
行
の
情

報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

・
家
事
情
報
…
公
立
・
私
立
保
育

所
、
幼
稚
園
な
ど

・
介
護
情
報
…
高
齢
者
向
け
福
祉

サ
ー
ビ
ス
な
ど

・
家
事
代
行
情
報
…
家
政
婦（
夫
）

紹
介
所
な
ど

■
電
話
番
号

℡
０
８
６
ー
２
２
７
ー
２
０
２
０

■
開
設
時
間

九
時
三
十
分
〜
十
六
時
三
十
分

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

●
再
就
職
希
望
登
録
者
支
援
事
業

育
児
や
介
護
か
ら
手
が
離
れ
た

ら
、
も
う
一
度
働
き
た
い
あ
な
た

の
再
就
職
を
応
援
し
ま
す
。

■
支
援
内
容

・
「
再
就
職
セ
ミ
ナ
ー
」（
自
分

の
適
正
診
断
）

・
履
歴
書
・
職
務
経
歴
書
の
書
き

方
、
再
就
職
体
験
談
や
意
見
交

換
な
ど
へ
の
参
加
案
内
。（
託

児
有
）

・
仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
お
よ

び
再
就
職
の
準
備
に
役
立
つ
内

容
の
情
報
誌
を
年
三
回
提
供
。

・
再
就
職
準
備
に
つ
い
て
の
「
個

別
相
談
」

■
問
い
合
わ
せ
先

財
21
世
紀
職
業
財
団
岡
山
事
務

所
（
℡
０
８
６
ー
２
２
７
ー
２
０

２
０
）

国
民
年
金
の
年
金
制
度
の
改
正

が
順
次
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
平
成
十
七
年
四
月
か

ら
の
主
な
変
更
点
は
、
次
の
と
お

り
で
す
の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

・
平
成
十
七
年
四
月
か
ら
平
成
十

八
年
三
月
ま
で
の
国
民
年
金
保

険
料
は
、
月
額
一
万
三
千
五
百

八
十
円
で
す
。

・
国
民
年
金
保
険
料
の
口
座
振
替

割
引
制
度
が
拡
充
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
の
前
納
を
口
座
振
替
に

す
る
と
割
引
額
が
増
え
ま
す
。

十
七
年
度
の
保
険
料
を
一
括
し

て
前
納
す
る
と
、
現
金
払
い
で

は
、二
千
八
百
九
十
円
の
割
引
、

口
座
振
替
で
は
、
三
千
四
百
二

十
円
（
五
百
三
十
円
増
）
の
割

引
と
な
り
ま
す
。

・
月
々
の
口
座
振
替
に
早
割
（
当

月
保
険
料
の
当
月
末
引
落
し
）

制
度
が
で
き
ま
し
た
。

通
常
の
口
座
振
替
（
当
月
保
険

料
の
翌
月
末
引
落
し
）
は
定
額

料
金
で
す
が
、
口
座
振
替
を
早

割
に
す
る
と
四
十
円
割
引
に
な

り
ま
す
。

・
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
が
導
入

さ
れ
ま
す
。

二
十
歳
代
の
人
は
、
本
人
（
配

偶
者
を
含
む
）
の
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
は
、
申
請
に
よ

り
月
々
の
保
険
料
納
付
が
猶
予

さ
れ
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
岡
山
社
会
保
険

事
務
局
高
梁
事
務
所
（
℡
０
８
６

６
ー
２
２
ー
２
２
８
５

）
ま
で

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
国
民
健
康
保
険
税

今
年
度
か
ら
、
国
民
健
康
保
険

税
は
七
月
か
ら
翌
年
の
三
月
ま
で

の
毎
月
納
付
と
な
り
ま
す
。

納
付
書
は
七
月
中
旬
に
送
付
し

ま
す
。

春の交通安全運動
4月6日～15日

11（月）
12（火）

13（水）●心配ごと相談
総合福祉センター（10:00～15:00）

14（木）●交通事故相談
山村開発センター（10:30～15:00）

15（金）

17（日）
18（月）
19（火）

21（木）
22（金）
23（土）
24（日）
25（月）
26（火）

27（水）●心配ごと相談
総合福祉センター（10:00～15:00）

28（木）

30（土）

5/1（日）

2 （月）

6（金）
7（土）

3（火）●鯉が窪湿原まつり
きらめき広場哲西他（10:30～15:00）

4 （水）●ヒラメ釣り大会
大佐山せせらぎの里（9:00～）

5（木）●御殿町子どもマス釣り大会
金谷橋周辺（10:00～14:00）

29（金）

●にいみ端午の節句まつり（5日まで）
太池邸（10:00～17:00）

20（水）

●合同相談
草間市民センター（10:00～15:00）

●法律相談
総合福祉センター（10:00～15:00）

16（土）●ハンググライディング中国選手権大会
（17日まで） 大佐山山頂（9:30～16:30）

行事予定

財
21
世
紀
職
業
財
団

岡
山
事
務
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

年
金
制
度
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

納
期
が
変
わ
り
ま
す

（ ）

（ ）

4月6日（水）～15日（金）までの10日間、春の交通安全運動が
全国一斉に実施されます。
ドライバーはもちろん、市民一人ひとりが、交通事故を起

こさない、また、交通事故に遭わないための安全な行動を心が
けましょう。今回の運動の共通重点目標は次のとおりです。

最重点目標 こどもと高齢者の交通事故防止
重 点 目 標 ●二輪車の安全利用の推進

●シートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底

●交差点における正しい通行の徹底

■問い合わせ先 市民環境課生活交通係（℡72－6122）

おしらせおしらせ4月・5月4月・5月4月・5月4月・5月4月・5月4月・5月4月・5月4月・5月4月・5月4月・5月4月・5月4月・5月4月・5月4月・5月4月・5月4月・5月4月・5月4月・5月4月・5月4月・5月4月・5月4月・5月4月・5月4月・5月4月・5月4月・5月4月・5月4月・5月4月・5月4月・5月4月・5月4月・5月4月・5月4月・5月4月・5月4月・5月4月・5月4月・5月4月・5月4月・5月4月・5月4月・5月4月・5月

■
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
市
民
税
係

（
℡
７
２
―
６
１
１
７
）

●
介
護
保
険
料

今
年
度
か
ら
、
納
付
書
で
収
め

て
い
た
だ
く
介
護
保
険
料
の
納
期

が
変
更
と
な
り
ま
す
。

納
期
は
七
月
か
ら
翌
年
三
月
の

毎
月
納
付
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
納
付
書
は
、
七
月
中
旬

に
送
付
し
ま
す
。

年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
介
護

保
険
料
（
特
別
徴
収
）
の
納
期
は
、

従
来
ど
お
り
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

保
険
年
金
課
介
護
保
険
係

（
℡
７
２
―
３
１
４
８
）

●新見図書館
こどもお楽しみ会
4月12日（火）15時～
腹話術
映　画「かぐや姫」「花さかじいさん」

こども映画会　4月23日（土）14時～
映　画「天狗の羽うちわ」、「さるかに合戦」
■休館日 4日・11日・18日・22日・25日・30日

●哲西図書館
おはなし会　4月23日（土）14時～
■休館日 12日・13日・14日

●大佐総合センター図書コーナー
■休館日 4日・11日・18日・25日

●神郷生涯学習センター図書コーナー
■休館日 7日・14日・21日・28日

新見
美術館

村居正之《黎明（れいめい）》2000年 第32回日展出品

図書館

4月29日
～6月5日

金

日
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今月、満１歳になる子どもたちです。
これからも元気で大きくなってね！
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今月、満１歳になる子どもたちです。
これからも元気で大きくなってね！

■「ハッピーバースデイ」コーナーに掲載希望の人は、企画課企画広報係（℡72-6114）にご一報ください。
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池
いけ

田
だ

悠
はる

人
と

ちゃん

（大佐布瀬／4・2生）

宮
みや

本
もと

陸
りく

羽
う

ちゃん

（大佐小阪部／4・2生）

西
にし

村
むら

璃
り

光
み

ちゃん

（哲多町本郷／4・3生）

木
きの

下
した

華
はな

乃
の

ちゃん

（高尾／4・6生）

清
し

水
みず

京
けい

介
すけ

ちゃん

（大佐小阪部／4・6生）

植
うえ

田
だ

幹
かん

太
た

ちゃん

（西方／4・13生）

山
やま

本
もと

希
き

結
ゆ

ちゃん

（大佐永富／4・13生）

松
まつ

尾
お

晴
はる

光
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ちゃん

（大佐永富／4・22生）
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宮
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陸
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う
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宮
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う
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（大佐小阪部／4・2生）

宮
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う

ちゃん

（大佐小阪部／4・2生）

宮
みや

本
もと

陸
りく

羽
う

ちゃん

（大佐小阪部／4・2生）

西
にし

村
むら

璃
り

光
み

ちゃん

（哲多町本郷／4・3生）

西
にし

村
むら

璃
り

光
み

ちゃん

（哲多町本郷／4・3生）

西
にし

村
むら

璃
り

光
み

ちゃん

（哲多町本郷／4・3生）

西
にし

村
むら

璃
り

光
み

ちゃん

（哲多町本郷／4・3生）
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にし

村
むら

璃
り

光
み
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（哲多町本郷／4・3生）
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にし

村
むら

璃
り

光
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（哲多町本郷／4・3生）
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むら
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り

光
み
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（哲多町本郷／4・3生）
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村
むら

璃
り

光
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（哲多町本郷／4・3生）
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にし

村
むら
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り

光
み

ちゃん

（哲多町本郷／4・3生）
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むら
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光
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（哲多町本郷／4・3生）

西
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村
むら
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り

光
み

ちゃん

（哲多町本郷／4・3生）

木
きの

下
した

華
はな

乃
の

ちゃん

（高尾／4・6生）

木
きの

下
した

華
はな

乃
の

ちゃん

（高尾／4・6生）

木
きの

下
した

華
はな

乃
の

ちゃん

（高尾／4・6生）

木
きの

下
した

華
はな

乃
の

ちゃん

（高尾／4・6生）

木
きの
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した

華
はな

乃
の

ちゃん

（高尾／4・6生）
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きの
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した

華
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乃
の

ちゃん

（高尾／4・6生）
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きの
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した
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の
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（高尾／4・6生）
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きの
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した
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の
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（高尾／4・6生）
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きの
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した
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の
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きの
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した
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の
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（高尾／4・6生）
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きの
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した
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の
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きの
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した
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の
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した
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の
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した
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の
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した
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の
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きの
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した
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の
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した
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の
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の
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した
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の
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した
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の
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（高尾／4・6生）
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した

華
はな
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の

ちゃん

（高尾／4・6生）
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きの

下
した

華
はな

乃
の

ちゃん

（高尾／4・6生）

木
きの
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した

華
はな

乃
の

ちゃん

（高尾／4・6生）

木
きの

下
した

華
はな

乃
の

ちゃん

（高尾／4・6生）

木
きの

下
した

華
はな

乃
の

ちゃん

（高尾／4・6生）

木
きの

下
した

華
はな

乃
の

ちゃん

（高尾／4・6生）

木
きの

下
した

華
はな

乃
の

ちゃん

（高尾／4・6生）

木
きの

下
した

華
はな

乃
の

ちゃん

（高尾／4・6生）

木
きの

下
した

華
はな

乃
の

ちゃん

（高尾／4・6生）

木
きの

下
した

華
はな

乃
の

ちゃん

（高尾／4・6生）

木
きの

下
した

華
はな

乃
の

ちゃん

（高尾／4・6生）

清
し

水
みず

京
けい

介
すけ

ちゃん

（大佐小阪部／4・6生）

清
し

水
みず

京
けい

介
すけ

ちゃん

（大佐小阪部／4・6生）

清
し

水
みず

京
けい

介
すけ

ちゃん

（大佐小阪部／4・6生）

清
し

水
みず

京
けい

介
すけ

ちゃん

（大佐小阪部／4・6生）

清
し

水
みず

京
けい

介
すけ

ちゃん

（大佐小阪部／4・6生）

清
し

水
みず

京
けい

介
すけ

ちゃん

（大佐小阪部／4・6生）
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し

水
みず

京
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介
すけ

ちゃん

（大佐小阪部／4・6生）
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し

水
みず

京
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介
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京
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し
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みず

京
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（大佐小阪部／4・6生）
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水
みず

京
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介
すけ
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（大佐小阪部／4・6生）
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みず

京
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（大佐小阪部／4・6生）
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すけ
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（大佐小阪部／4・6生）
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（大佐小阪部／4・6生）
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すけ
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（大佐小阪部／4・6生）
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し

水
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京
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介
すけ
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（大佐小阪部／4・6生）

植
うえ

田
だ

幹
かん

太
た

ちゃん

（西方／4・13生）

植
うえ
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だ

幹
かん
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た
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（西方／4・13生）
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山
やま
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希
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結
ゆ
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山
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希
き

結
ゆ

ちゃん
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（大佐永富／4・22生）
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3月31日、市役所庁舎玄関前で開庁

式が開催されました。職員約200人が

整列し、竹元市長職務執行者のあいさ

つに引き続き、職務執行者、総務企画

部長、新見支局長によるテープカット

が行われました。各市局でもそれぞれ

開庁式が行われました。

●新生「新見市」がスタートしました。魅力

あふれる地域が集まった私たちの新しいふる

さとの誕生です。そして市からのお知らせや、

地域のさまざまな話題を掲載する広報紙「市

報にいみ」も創刊となります。この記念すべ

き創刊号より編集を担当させていただくこと

になり、なれない取材やカメラに悪戦苦闘し

ています。わかりやすく、みなさんに親しま

れる市報にしていきたいと思いますのでどう

ぞよろしくお願いします。

今 月 の表 紙

室集編
らちこ

市報にいみは、環境保護のために再生紙、大豆油インキを使用しています。
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■発行・編集／新見市
〒718－8501
新見市新見310－3
新見市総務企画部企画課
℡72－6114

■ホームページ
http://www.city.niimi.okayama.jp/

携帯電話でもご覧になれます
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